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（
質
問
の 

四
三
）

答

弁

第

四

三

号 

    

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
日
本
農
業
の
機
械
化
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
四
三
号 

昭
和
二
十
六
年
一
月
十
一
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
日
本
農
業
の
機
械
化
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

農
業
機
械
化
の
障
害 

わ
が
国
農
業
機
械
化
の
促
進
の
た
め
障
害
と
な
つ
て
い
る
も
の
は
、
経
済
的
條
件
と
し
て
は
農
家
経
営
資
本
蓄
積
の
貧

困
と
融
資
上
の
困
難
、
経
営
規
模
の
零
細
性
、
農
機
具
修
理
及
び
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
不
足
、
耕
地
の
分
散
と
区
画
不
整
等
、

技
術
的
要
因
と
し
て
は
水
田
稻
作
経
営
を
主
体
と
す
る
わ
が
国
農
業
の
特
殊
性
、
農
業
機
械
化
技
術
の
試
験
研
究
の
遅 

れ
、
す
な
わ
ち
適
切
な
農
機
具
の
創
出
、
耕
種
方
式
の
改
革
に
未
完
の
部
分
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
且
つ
、
機
械
化
技
術

が
農
業
生
産
全
行
程
に
対
し
て
一
貫
的
で
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
障
害
條
件
は
必
ず

し
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
右
の
條
件
の
下
に
お
い
て
も
漸
進
的
に
農
業
機
械
化
は
進
ん
で
お
り
、
例
え
ば
灌
排 

水
、
耕
耘
整
地
、
中
耕
除
草
、
脱
穀
調
製
等
の
農
業
生
産
行
過
に
お
け
る
今
日
の
労
働
技
術
水
準
を
明
治
年
代
の
そ
れ
と

比
較
す
る
と
き
は
、
格
段
の
差
異
と
、
こ
れ
に
も
と
ず
く
生
産
力
の
上
昇(

反
收
増
加
、
裏
作
拡
大
、
経
営
多
角
化
等)

を

認
め
ら
れ
、
今
日
こ
の
動
向
は
益
々
発
展
高
度
化
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。 



三 

わ
が
国
現
在
の
農
業
構
造
の
も
と
に
お
け
る
最
適
な
ト
ラ
ク
タ
ー
性
能
及
び
耕
地
面
積
規
模
、
模
範
経
営
事
例
に
つ
い

て
、 

二 
農
業
機
械
化
促
進
に
関
す
る
農
林
省
方
針 

右
の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
農
業
生
産
強
化
と
農
家
経
営
改
善
の
た
め
機
械
化
促
進
施
策
と
し
て
次
の
ご
と
き
方
針
を

も
つ
て
い
る
。 

6 

農
村
に
対
す
る
実
演
、
指
導
及
び
技
術
講
習
会
の
開
催 

5 

農
業
機
械
化
指
定
村
に
よ
る
農
業
機
械
化
実
際
化
研
究 

4 

農
業
機
械
化
の
統
計
的
及
び
実
態
的
調
査
研
究
と
地
域
別
経
営
型
態
別
機
械
化
促
進
具
体
策
の
策
定 

3 

優
良
農
機
具
の
奬
励
助
長 

2 

農
業
機
械
化
技
術
の
改
善
に
関
す
る
試
験
研
究
の
促
進 

1 

農
機
具
購
入
資
金
の
円
滑
化 

四 

 



現
在
各
地
に
普
及
を
み
て
い
る
い
わ
ゆ
る
日
本
型
、
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー(

自
動
耕
耘
機)

及
び
ハ
ン
ド
・
ト
ラ
ク
タ
ー
は

わ
が
国
農
業
構
造
の
も
と
に
お
い
て
、
最
適
規
格
性
能
の
も
の
と
し
て
発
生
、
改
善
さ
れ
来
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

大
き
さ
は
三
な
い
し
五
馬
力
前
後
で
あ
り
耕
耘
能
力
は
一
時
間
約
一
反
一
日
効
程
四
な
い
し
七
反
で
あ
る
。
耕
地
面
積
規

模
は
二
な
い
し
三
町
以
上
に
お
い
て
は
必
要
且
つ
採
算
的
に
成
立
し
、
機
械
能
力
か
ら
い
え
ば
五
な
い
し
一
〇
町
程
度
で

協
同
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
実
際
は
そ
れ
以
下
の
規
模
で
も
普
及
さ
れ
て
い
る
。 

模
範
的
経
営
事
例
と
し
て
は
左
の
箇
所
は
一
般
的
に
も
著
名
で
あ
る
。 

靑
森
県
黒
石
町 

岐
阜
県
本
巣
郡
牛
牧
村 

北
海
道
玉
葱
栽
培
地
方 

神
奈
川
県
川
崎
市
稻
田 

新
潟
県
西
蒲
原
郡
道
上
村 

五 

 



 

六 

岡
山
県
兒
島
郡
興
除
村 

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
村 

福
岡
県
三
瀦
郡
木
佐
木
村 

右
答
弁
す
る
。 




